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 多 面 的 機 能 支 払 の メ ー ル マ ガ ジ ン 「 農 村 ふ る さ と 保 全 通 信 」 の 第 71 号 を お

届 け し ま す 。  

 今 回 の 活 動 組 織 紹 介 で は 、「 女 性 の 活 躍 」を 積 極 的 に 実 践 す る こ と で 地 域 一 体

の 取 組 を 行 う 組 織 と 、 遊 休 農 地 を 活 用 し 、 食 農 教 育 で 子 供 た ち の 農 業 体 験 に 力

を 入 れ て 取 り 組 ん で い る 組 織 を 紹 介 し ま す 。  

 事 務 局 か ら は 、 現 地 を 訪 れ た 活 動 組 織 の ご 紹 介 、 多 面 的 機 能 支 払 の 効 果 に つ

い て 、 愛 称 募 集 の 案 内 に つ い て 紹 介 し ま す 。  
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■１．活 動 組 織 の活 動 紹 介 （１）  

   ～ 清 水
し み ず

川
が わ

地 区 農 地 ・水 ・環 境 保 全 向 上 対 策 協 議 会 （鳥 取 県 南 部
な ん ぶ

町 ）～  

■  

 

～地 区 概 要 ～  

鳥 取 県 南 部 町 の 北 部 に 位 置 し 、 平 野 部

の 田 園 地 帯 を 拠 点 に 活 動 。  

活 動 範 囲 は 、 田 7 .6 ha、 水 路 1 .8k m。  

 

～主 な取 組 ～  

◎ 本 組 織 で は 、 代 表 を 含 め 活 動 の 推 進 を

女 性 が 中 心 と な っ て 行 っ て お り 、「 女 性

の 活 躍 」を 積 極 的 に 実 践 す る こ と で 、地

域 の 住 民 が 一 体 的 に 活 動 で き る 体 制 を

構 築 し て い ま す 。  

◎ 例 え ば 、生 態 系 保 全 活 動 で は 、毎 年 ８ 月

に 子 供 会 と 協 力 し て 、 水 生 生 物 の 生 育

調 査 活 動 を 実 施 し て お り 、 子 供 た ち が

生 き 物 に 触 れ 、 新 た な 知 識 を 習 得 す る

機 会 と な っ て い ま す 。ま た 、特 産 の 古 代

米 を 栽 培 し 、 田 植 え と 稲 刈 り の 体 験 を

実 施 し て お り 、地 域 住 民 以 外 に も 、鳥 取

大 学 の 学 生 、 鳥 取 荒 神
こ う じ ん

神 楽 研 究 会 、

な ん ぶ 太 鼓 な ど の 各 方 面 で 活 躍 す る 団

体 が 参 画 し て 、 地 域 の つ な が り を 強 化

す る き っ か け と な っ て い ま す 。  

◎ ま た 、 地 域 内 で の 遊 休 農 地 の 発 生 を 防

ぐ た め 、農 業 者 の「 将 来 的 な 営 農 に 関 す

る 意 向 」を 確 認 し 、営 農 が 困 難 な 農 地 に

つ い て は 、 地 域 の 中 心 経 営 体 で あ る 合

同 会 社 清 水 川 に 農 地 を 集 積 し （ 農 地 集

積 率 50 .9 ％ ）、 水 路 の 泥 上 げ 等 は 地 域

の 共 同 作 業 で 行 っ て い ま す 。  

◎ 今 後 は 、 地 域 の 維 持 の た め 地 域 住 民 だ

け で な く 、 地 域 外 の 団 体 と の つ な が り を よ り 一 層 広 げ 、 今 ま で 以 上 に コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 深 め て い き た い で す 。  

 

【 南 部 町 役 場 産 業 課  本 田 秀 和 】  

  

 

共 同 作 業 に よ る 水 路 の 泥 上 げ  

 

子 供 た ち に よ る 生 物 調 査  

 

交 流 を 深 め る 古 代 米 の 稲 刈 り 行 事  

 



■１．活 動 組 織 の活 動 紹 介 （２）  

   ～あずま高 原 みどり保 全 会 （群 馬 県 みどり市 ）～  ■  

 

～地 区 概 要 ～  

群 馬 県 み ど り 市 の 北 部 に 位 置 す る 中 山

間 地 域 を 拠 点 に 活 動 。  

活 動 範 囲 は 、 田 26 ha、 畑 23 .1 ha、 水

路 19k m、 農 道 108 km、 た め 池 １ 箇 所 。 

 

～主 な取 組 ～  

◎ 本 地 域 は 、担 い 手 の 高 齢 化 や 減 少 、不

在 村 地 主 の 増 加 等 で 農 用 地 、水 路 の 保

全 管 理 に 苦 慮 し て い ま し た が 、本 事 業

に 取 り 組 む こ と で 、水 利 組 合 と 町 内 会

が 協 力 し て 活 動 に 取 り 組 ん で い ま す 。

ま た 、近 年 進 行 し て い る 施 設 の 老 朽 化

に 対 し て は 、直 営 施 工 で 補 修 を 行 う こ

と で 費 用 の 軽 減 を 図 っ て い ま す 。  

◎ 遊 休 農 地 を 活 用 し た 取 組 と し て 、近 隣

の 小 学 校 や 保 育 園 等 と 連 携 し て 、小 麦

の 播 種 と 刈 り 取 り を 行 う 農 業 体 験 を

行 い 、収 穫 し た 小 麦 か ら 作 っ た「 す い

と ん 」な ど を 食 べ る こ と で 、「 食 農 教 育

（ 食 育 ）」 を 実 践 し て い ま す 。  

◎ ま た 、農 用 地 法 面 に 彼 岸 花 、遊 休 農 地

に 菜 の 花 を 植 え 、景 観 の 向 上 を 図 っ て

お り 、広 報 誌 を 通 し て 活 動 内 容 を 地 域

住 民 に 伝 え て い ま す 。  

◎ こ れ ら の 活 動 を 通 じ て 、子 ど も た ち は

食 と 農 業 へ の 関 心 が 高 ま り 、花 の 写 真

を 撮 り に 来 る 人 も 訪 れ る よ う に な り

ま し た 。さ ら に 、農 家 と 非 農 家 の 共 同

作 業 に よ り 集 落 に 一 体 感 が 生 ま れ 、こ

れ ま で 参 加 し て い な か っ た 他 の 活 動

に も 、積 極 的 に 参 加 す る 地 域 住 民 が 増

え ま し た 。今 後 も 活 動 を 継 続 し て 、地

域 の 将 来 に つ い て も 話 し 合 っ て い き

た い と 思 い ま す 。                            

 

 【 あ ず ま 高 原 み ど り 保 全 会  代 表  関 口  裕 】  

  
水 路 の 補 修  

 

小 麦 の 収 穫  

 

彼 岸 花 の 植 栽  

 



■２．  活 動 組 織 のご紹 介 ！■  

 

 こ の 度 、 兵 庫 県 で 活 動 す る ２ つ の 組 織 と 土 地 改 良 区 の 方 々 を 交 え た 意 見 交 換

会 の 機 会 が あ り ま し た 。 ど ち ら の 組 織 も 様 々 な 取 組 が 活 発 に 行 わ れ て お り 、 大

変 興 味 深 か っ た た め 、 そ れ ぞ れ の 組 織 を 特 徴 づ け る ポ イ ン ト を ２ 回 に わ け て ご

紹 介 し ま す 。  

 

～ 江 井 ヶ島
え い が し ま

ため池 協 議 会 （兵 庫 県 明 石
あ か し

市 ）～  

 

 

兵 庫 県 明 石 市 の 中 央 付 近 に 位 置 す る 都 市 近 郊 を 拠 点 に 活 動 。 活 動 範 囲

は 、 田 42 . 7ha、 畑 0 .3ha。 対 象 施 設 は 、 水 路 21 . 1km、 農 道 7k m、 た め

池 2 箇 所 。 平 成 １ ９ 年 度 の 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対 策 の 制 度 開 始 時 か ら

共 同 活 動 に 取 り 組 ん で い る 。  

 

 

 【注 目 ポイント  その１：  ため池 を中 心 とした多 様 な取 組 】  

 江 井 ヶ 島 た め 池 協 議 会 で は 、 た め 池 を 「 地 域 の 財 産 」 と 位 置 づ け 、 活 動 に 取

り 組 ん で い ま す 。 皿 池 、 谷 池 と い う 大 き な ２ つ の た め 池 で 、 た め 池 ク リ ー ン キ

ャ ン ペ ー ン や 、 バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ 、 コ ウ ノ ト リ が 舞 い 降 り る 地 域 を 目 指 し て

環 境 づ く り を す す め る コ ウ ノ ト リ プ ロ ジ ェ ク ト 等 が 行 わ れ て い ま す 。 ま た 、 た

め 池 周 辺 の 草 刈 り 作 業 の 負 担 軽 減 の た め 、 ２ 頭 の ヤ ギ が 飼 育 さ れ て い ま す 。 定

期 的 に ヤ ギ 小 屋 を 移 動 さ せ 、 た め 池 周 辺 の 草 を 食 べ さ せ て い ま す 。  

 

 【注 目 ポイント  その２：  ため池 は地 区 住 民 にとって身 近 な存 在 】  

 江 井 ヶ 島 た め 池 協 議 会 で は 、 た め 池 を 囲 む 柵 は 子 ど も 達 の 探 究 心 を く す ぐ り

事 故 に 繋 が る と し て 、 柵 を 設 置 し な い 方 針 を と っ て い ま す 。 子 ど も 達 に た め 池

の 危 険 性 を 伝 え る た め 、 地 域 の 小 学 校 で は 「 た だ 危 険 だ か ら 近 づ か な い 」 と 教

え る の で は な く 、「 何 が ど の よ う に 危 険 な の か 」 を 伝 え て い ま す 。 現 地 を 訪 れ

た 際 に も 子 ど も 達 が た め 池 で 生 き も の を 探 し て い ま し た 。 こ の よ う に 、 地 区 住

民 に と っ て た め 池 は と て も 身 近 な 存 在 に な っ て い ま す 。  

組 織 の概 要  



  

 

 

 

 

【 農 林 水 産 省  農 地 資 源 課  多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 】  

 

 

 

■３．「多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 」にはこんな効 果 があります！第 ５弾  ■  

 

 第 66 号 の メ ー ル マ ガ ジ ン で は 、 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の 効 果 の 第 ４ 弾 と

し て 、「 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 の 継 続 ・ 強 化 に つ い て ご 紹 介 し ま し た 。  

第 ５ 弾 と し て ご 紹 介 す る の は 、 地 域 農 業 の 実 施 主 体 で あ る 「 担 い 手 」 に つ

い て で す 。 農 村 地 域 の 過 疎 化 ・ 高 齢 化 が 進 む 中 、 担 い 手 は 農 作 業 だ け で な

く 、 農 道 や 水 利 施 設 等 の 管 理 も し て い く 必 要 が あ り 、 そ の こ と が 、 生 産 性 を

高 め る た め の 農 地 の 集 積 を 進 み に く く し て い る と い う 現 状 が あ り ま す 。 そ こ

で 「 担 い 手 」 の 負 担 軽 減 が 課 題 解 決 の 大 き な 一 歩 に な り ま す 。 で は 、 多 面 的

機 能 支 払 交 付 金 は 「 担 い 手 」 に ど の よ う に 関 わ っ て い る の で し ょ う か 。  

従 来 、 農 地 周 り の 草 刈 り 等 は 、 農 業 者 が 中 心 と な り 行 っ て き ま し た が 、 本

交 付 金 を 活 用 し た 草 刈 り 等 の 農 地 維 持 活 動 で は 、 参 加 者 の 約 ３ 割 を 非 農 業 者

が 担 う よ う に な り ま し た 。 地 域 ぐ る み で 本 交 付 金 の 活 動 を 行 う こ と で 、 担 い

手 へ の 負 担 を 軽 減 し て い ま す 。  

柵 の な い た め 池  

尾 仲 江 井 ヶ 島 た め 池 協 議 会 長 (左 )と  

﨑 野 江 井 ヶ 島 土 地 改 良 区 理 事 長 (右 )  

草 を 食 べ る ヤ ギ  



ま た 、 本 交 付 金 の 活 動 を 通 し て 、 農 地 集 約 化 の た め の 体 制 を 整 え た 事 例 も

あ り ま す 。 例 え ば 、 長 野 県 上 田 市 の 小 泉 水 土 里 会 で は 、 地 域 で 「 草 刈 支 援

隊 」 を 結 成 し 、 農 地 周 り の 草 刈 り 等 を 支 援 し て い ま す 。 担 い 手 の 作 業 負 担 が

軽 減 し た 結 果 、 米 の 品 質 管 理 等 の 充 実 や 、 農 地 の 集 約 を 進 め る た め の 受 入 れ

体 制 の 整 備 が 可 能 に な り ま し た 。 ま た 、 本 交 付 金 の 活 動 は 、 多 面 的 機 能 の 維

持 ・ 発 揮 が で き る だ け で な く 、 担 い 手

の 作 業 負 担 の 軽 減 に よ り 、 生 ま れ た 時

間 で 新 た な 生 産 品 目 へ の チ ャ レ ン ジ 等

が で き る と い う 効 果 が あ り ま す 。  

 今 回 は 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 が 「 担

い 手 」 の 負 担 軽 減 に 効 果 が あ る こ と に

つ い て ご 紹 介 し ま し た 。 次 回 、 第 ６ 弾

で は 農 村 の 「 防 災 ・ 減 災 」 に 注 目 し た

い と 思 い ま す 。  

 

▽ 「 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の 背 策 の 評 価 」 に つ い て も っ と 知 り た い 方 は こ ち

ら か ら （ 農 林 水 産 省 HP）  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s e s a k u . h t m l  
 

【 農 林 水 産 省  農 地 資 源 課  多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 】  

 

 

 

■４．「多 面 的 機 能 支 払 」の愛 称 を募 集 します！■  

 

皆 さ ま が 初 め て 「 多 面 的 機 能 支 払 」 と い う 言 葉 を 目 に し た と き 、 ど の よ う

な 内 容 か 思 い 浮 か べ る こ と が で き ま し た か 。 本 メ ー ル マ ガ ジ ン を ご 愛 読 く だ

さ っ て い る 方 は 内 容 を ご 存 じ か と 思 い ま す が 、 ま だ ま だ 一 般 的 に は 浸 透 し て

い な い 現 状 に あ り ま す 。  

そ こ で 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の 制 度 が 多 く の 国 民 の 皆 さ ま に 愛 さ れ 、 親 し

み や す い も の に な る よ う 、 愛 称 を 一 般 募 集 す る こ と と な り ま し た 。 皆 さ ま か

ら の た く さ ん の ご 応 募 を お 待 ち し て お り ま す 。  

 

【 募 集 要 項 】  

 

１ ．  応 募 規 定 及 び 方 法  

①  応 募 資 格 は 活 動 組 織 の 構 成 員 又 は 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 に 興 味 が あ る

方 。 同 一 人 物 の 応 募 は ２ 点 ま で 可 。  

②  応 募 に つ い て は 、 応 募 用 紙 を 下 記 の 提 出 先 に メ ー ル 又 は FAX で 送 る

か 、 お 近 く の 市 役 所 等 に ご 提 出 く だ さ い 。  

草 刈 支 援 隊 に よ る 農 地 周 り の 草 刈 り  



 

２ ．  募 集 期 間  

令 和 元 年 9 月 9 日 ～ 令 和 元 年 12 月 31 日  

 

３ ．  応 募 条 件  

愛 称 は 、普 段 皆 さ ま が 使 っ て い る 呼 び 名 等 、原 則 ５ 文 字 以 内（ 漢 字・カ

タ カ ナ ・ ひ ら が な ・ 英 数 字 ） と す る 。  

 

４ ．  選 考 等  

応 募 作 品 の 中 か ら 第 一 次 選 考・第 二 次 選 考 を 行 い 、採 用 作 品 １ 点 を 決 定

し ま す 。  

採 用 作 品 は 、来 年 度 の ６ 月 頃 に 発 表 し 、採 用 者 に は 賞 状 を お 送 り す る 予

定 で す 。  

 

５ ．  提 出 先  

農 村 振 興 局 農 地 資 源 課 多 面 的 機 能 支 払 推 進 室  

Fax： 03-3592-0302 

Ma i l： tamen_m l@maff .go . j p  

 

そ の 他 、 詳 細 に つ い て は 下 記 の 「 愛 称 募 集 チ ラ シ 」 を ご 覧 く だ さ い 。  

h t t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / p d f / a t t a c h / p d f / 1 9 0 9 0 9 _ a i s h ou - 1 . p d f  
 

【 農 林 水 産 省  農 地 資 源 課  多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 】  
 

 

 

■編 集 後 記 ■  

 今 月 か ら ９ 月 に 入 り 、 地 域 に よ っ て は 稲 刈 り シ ー ズ ン の 到 来 で す ね 。 ま だ ま

だ 暑 い 日 が 続 い て い ま す の で 、 熱 中 症 対 策 と 重 機 を 使 用 し た 際 の 作 業 に は 十 分

に 注 意 し て く だ さ い 。  

 さ て 、 先 日 友 人 に 連 れ ら れ て 両 国 国 技 館 で 大 相 撲 を 観 戦 し て き ま し た 。 初 め

て 観 る 相 撲 は 、 思 っ て い た よ り も 土 俵 が 小 さ か っ た で す が 、 思 っ て い た 以 上 に

力 士 が 大 き か っ た で す 。 ま た 、 相 撲 の 取 組 は 朝 の ８ 時 半 頃 か ら 行 わ れ る こ と や

十 両 力 士 以 上 で な い と 塩 撒 き が で き な い こ と 、 行 司 の 服 装 も 違 う な ど 初 め て 知

る こ と が 沢 山 あ り ま し た 。 力 士 同 士 の 熱 い 取 組 に 一 喜 一 憂 し と て も 興 奮 し ま し

た 。 日 本 の 伝 統 的 な 武 道 を 観 る こ と が で き 良 い 経 験 と な り ま し た 。  

 

http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/pdf/attach/pdf/190909_aishou-1.pdf


 

 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 

◇ 令 和 元 年 度 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の あ ら ま し ◇  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i . h t m l  
 

 

◇ 「 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 の ロ ゴ マ ー ク 」 ◇  

ロ ゴ マ ー ク は 以 下 の サ イ ト か ら ご 利 用 に な れ ま す 。 ど ん ど

ん ご 活 用 く だ さ い ！ ！  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i / n o u s o n _ f u r u s a t o _ h o z e n

/ H 2 9 / p d f / l o g o . d o c x  
 

 

◇ 配 信 先 メ ー ル ア ド レ ス の 変 更 ・ 配 信 解 除 等 ◇  

メ ー ル ア ド レ ス 等 の 変 更 や メ ー ル マ ガ ジ ン の 配 信 解 除 等 は 以 下 の サ イ ト か ら ！  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g /  
手 続 き に は パ ス ワ ー ド が 必 要 で す 。  

お 忘 れ の 場 合 は 、 以 下 の サ イ ト で パ ス ワ ー ド を 再 発 行 し て 下 さ い 。  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g / r e . h t m l  
 

 

◇ バ ッ ク ナ ン バ ー ◇  

h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / n o u s i n / k a n r i / t a m e n _ s i h a r a i /

n o u s o n _ f u r u s a t o _ h o z e n / i n d e x . h t m l  
 

バ ッ ク ナ ン バ ー は こ ち ら か ら も ご 覧 い た だ け ま す ！ →  
 

http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai.html
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/H29/pdf/logo.docx
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/H29/pdf/logo.docx
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/re.html
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/index.html
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_furusato_hozen/index.html


◇ ご 意 見 ・ ご 感 想 等 ◇  

メ ー ル マ ガ ジ ン に 関 す る ご 意 見 ・ ご 感 想 や 取 り 上 げ て 欲 し い テ ー マ 、 ご 自 身 の

所 属 す る 活 動 組 織 の 紹 介 文 （ 300 字 程 度 ） 等 に 関 す る メ ー ル を お 待 ち し て お り

ま す ！ ！  

t a m e n _ m l @ m a f f . g o . j p  
 

 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

【 発 行 】  

〒 １ ０ ０ ― ８ ９ ５ ０  東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 １ ― ２ ― １  

農 林 水 産 省 農 村 振 興 局 整 備 部 農 地 資 源 課  

多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 （ 担 当 ： 藤 田 、 新 谷 ）  

TE L： ０ ３ ― ３ ５ ０ ２ ― ８ １ １ １ （ 内 線 ５ ４ ９ ３ ）  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
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